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全 国 安 全 週 間 を 迎 え て
四日市労働基準監督署長 小 野 紀 孝

一般社団法人四日市労働基準協会の会員皆様におかれましては、日頃から労働行
政の運営につきまして、ご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、今年で第 回目の全国安全週間（ 月 日～ 日）を迎えます。
この間、県内では、事業者、事業者団体、災害防止団体等の労働災害防止に対する不

断の努力により、休業 日以上の死傷者数は 年（昭和 年）の ， 人をピークにおよそ 年から 年ごとに
， 人ずつ着実に減少し、 年（平成 年）には ， 人を下回ることとなりました。
しかしながら、その後、労働災害の減少傾向に鈍化がみられ、昨年までの 年間 ， 人を下回ること
ができず、近年では、増加に転じています。
また、四日市署管内においても、同様の傾向が認められ、ここ 年間は連続して増加し、昨年は 人

（うち死亡者 人）と、この 年間で最も多く労働災害が発生しました。
その背景として、労働力の第 次産業への移行、少子化による就業人口の高齢化、退職労働者の労働市
場への参加、労働力不足等による未熟練労働者の増加、団塊の世代からのノウハウの継承不足の顕在化、
安全管理部門の人員不足などを挙げることができますが、ひとたび、労働災害が発生しますと、いわゆ
る災害コストにより「人・物・資金」の面で企業に多大な損失が生じ、労働生産性を低下させます。また、
従業員が安心して働ける職場は、労働者の士気を高めるとともに、労働生産性も向上させます。その点
において「安全第一」は働き方改革に寄与するものです。
三重労働局では、第 次労働災害防止計画（平成 年から か年）の目標である「死亡災害ゼロ・休業
日以上の死傷者数 ， 人未満の早期達成」に向けて、本年から「チャレンジアンダー ， みえ」推進運
動を展開しています。基本的な対策として、毎年、当署に提出をお願いしている『年間安全衛生管理計画
の策定と確実な実施』を掲げ、個別対策としては、特に災害件数が多い『転倒災害』、『墜落災害』及び『は
さまれ・巻き込まれ災害』の防止とともに、昨年、急増した『交通労働災害』の防止、労働衛生では、『熱中
症』予防及び『腰痛』予防を重点対策としています。詳しくは、三重労働局のホームページに「チャレンジ
アンダー ， みえ」推進運動の専用コーナーをご覧ください。
当署におきましても、月に『北勢地区安全大会』を開催し、来る 月 日には、貴協会と三重県ＲＳＴト

レーナー会と連携し、職長を対象とした安全衛生セミナーを四日市勤労者・市民交流センターで開催す
ることとしていますので、ご参集方お願い申し上げます。
最後に、会員の皆様におかれましては、「チャレンジアンダー ， みえ」推進運動にご理解、ご協力方
をお願いするとともに、全国安全週間を契機として、職場に自律的な安全衛生管理体制を構築していた
だきますよう併せてお願い申し上げます。
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令和元年 労働災害発生状況（休業 日以上の死傷者数）
四日市労働基準監督署
令和元年 月末現在

対 前 年 比令 和 元 年平 成 年年 別
業 種 死 傷死 亡

％人 数％人 数死傷者数死亡者数死傷者数死亡者数
＋ .％＋ 人＋ .％＋ 人合 計
－ .％－ 人食 料 品

製

造

業

＋ 人繊 維 工 業
衣 服 そ の 他 繊 維

－ .％－ 人木 材 ・ 木 製 品
＋ 人家 具 ・ 装 備 品

± .％± 人パ ル プ ・ 紙 加 工 品
印 刷 ・ 製 本

－ .％－ 人化 学 工 業
－ .％－ 人窯 業 土 石 製 品
± .％± 人鉄 鋼 業

＋ 人非 鉄 金 属
＋ .％＋ 人金 属 製 品
＋ .％＋ 人一 般 機 械 器 具
＋ .％＋ 人電 気 機 械 器 具

＋ 人造 船
－ .％－ 人造船業以外の輸送用機械等

＋ 人電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業
＋ .％＋ 人自 動 車 整 備 ・ 機 械 修 理 業
－ .％－ 人上 記 以 外 の 製 造 業
＋ .％＋ 人小 計

＋ .％＋ 人採 石 業鉱
業 － .％－ 人上 記 以 外 の 鉱 業

± .％± 人小 計
－ .％－ 人土 木 工 事

建
設
業

－ .％－ 人木 造 家 屋 建 築 工 事
＋ .％＋ 人＋ 人木 造 家 屋 以 外 の 建 築 工 事
＋ .％＋ 人そ の 他 の 建 設 業

－ .％－ 人＋ 人小 計
＋ .％＋ 人旅 客 運 送 業

貨
物
取
扱
業

運
輸
交
通
業
・

＋ .％＋ 人－ .％－ 人道 路 貨 物 運 送 業
＋ 人港 湾 運 送 業

＋ .％＋ 人上 記 以 外 の 運 送 業
＋ .％＋ 人－ .％－ 人小 計

＋ 人林 業第
一
次
産
業

＋ .％＋ 人農 業 ・ 畜 産 業
水 産 業

＋ .％＋ 人小 計
－ .％－ 人小 売 業商

業

そ
の
他
の
事
業

－ .％－ 人う ち 新 聞 販 売 業
－ .％－ 人上 記 以 外 の 商 業
± .％± 人通 信 業
＋ .％＋ 人社 会 福 祉 施 設保

健
衛

生

業 ＋ .％＋ 人医 療 保 健 業 ・ そ の 他
＋ .％＋ 人旅 館 業接

客
娯
楽

業 － .％－ 人飲 食 店
－ .％－ 人ゴ ル フ 業
－ .％－ 人上記以外の接客娯楽業
± .％± 人ビ ル メ ン テ ナ ン ス 業清

掃
業

＋ .％＋ 人産 業 廃 棄 物 処 理 業
－ .％－ 人＋ 人上記以外の清掃・と畜業
＋ .％＋ 人警 備 業
＋ .％＋ 人上 記 以 外 の 事 業

＋ .％＋ 人＋ 人小 計
資料出所 四日市労働基準監督署「死亡災害報告・労働者死傷病報告」 注：死亡者数は内数であらわしたもの。
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年度定時総会を去る 月 日（火）午後 時 分から、四日市都ホテル伊勢の間において開催し
ました。
山崎会長が議長となり、次の 議案について審議がなされましたがいずれも原案どおり承認されました。
第 号議案 平成 年度事業報告並びに収入支出決算並びに公益目的支出計画実施報告書の承認について
第 号議案 年度事業計画（案）並びに収入支出予算（案）の承認について
第 号議案 任期満了に伴う役員の改選について
すべての審議を修了したのち、三重労働局労働基準部渡邉健康安全課長・小野四日市労働基準監督署長・山中

一般社団法人三重労働基準協会連合会専務理事の御三方からご祝辞を頂戴いたしました。
また、総会終了後には、会費制による意見交換会を同会場において、ご来賓の方々を交え、開催いたしました

ところ 名の方にご参加いただき、盛大に開催されました。

意見交換会の場では、協会の事業運営等についての貴重なご意見を頂戴致しました。今後の事業運営活かし
ていきたいと考えています。
また、ご承認いただきました事業計画・予算の適正な執行に積極的に努めてまいります。今後ともご支援、ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

年度定時総会を開催
－事業計画・収支予算承認される－

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全 国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国 安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全 週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週全 国 安 全 週 間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
７月７月１日１日葛葛７日７日 準備期間６月１日～３０日準備期間６月１日～３０日

新たな時代に ＰＤＣＡ みんなで築こう ゼロ災職新たな時代に ＰＤＣＡ みんなで築こう ゼロ災職場場

～会長・副会長選任～
2019年度定時総会終了後に開催された理事会において会長及び副会長が選任されました。

会 長（再任） 山崎長徳
副会長（再任） 横山修一
副会長（再任） 井筒隆広

発 生 状 況起因物事故の型
被 災 者

業 種発生月№ 年齢
（年代）職 種

被災者が工事現場端の道路上で溝のグレーチングの養生作業を行っていた
ところ、ダンプトラックが前進してきて被災者を轢いた。動力運搬機交通事故

（道路）代土工
鉄骨・鉄筋コンク
リート造家屋建築

工事業
月

被災者は、廊下で脚立に登って窓の外側を清掃していたところ、身を乗り
出し過ぎて、約 ｍ下の地面に転落した。用具墜落・転落代清掃員清掃・と畜業月

被災者は、基礎コンクリート打設工事現場において基礎型枠内の生コンク
リートの天端を均す作業のため、基礎型枠の隣にある鉄筋足場から基礎型
枠に乗り移ろうとしたところ、高さ約 ｍの位置から地面に転落した。

仮設物建築物構
築物等墜落・転落代土工

鉄骨・鉄筋コンク
リート造家屋建築

工事業
月

平成 年 四日市労働基準監督署 死亡災害発生状況 令和元年 月末現在
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■■ 講習・教育 ■■
修了者数
（ ）内
申込定員

種 別
開催月日

日月

新入者安全衛生教育・・

職長等教育［建設業を除く］～

自由研削用といしの取替え等業務特別教育

熱中症予防対策労働衛生教育

ＫＹＴ実践研修（初級者向け）

アーク溶接等業務特別教育～

職長等教育［建設業を除く］～
フルハーネス型墜落制止用器具使用作業
特別教育［出前講座］
フルハーネス型墜落制止用器具使用作業
特別教育［出前講座］
低圧電気取扱業務特別教育
フルハーネス型墜落制止用器具使用作業
特別教育
ＫＹＴ実践研修（初級者向け）
フルハーネス型墜落制止用器具使用作業
特別教育
クレーン運転業務特別教育・

職長等教育［建設業を除く］～

産業用ロボットの教示等の業務特別教育～

第一種衛生管理者免許試験準備講習～

安全管理者選任時研修～

（ ）アーク溶接等業務特別教育～

（ ）酸素欠乏等危険作業に係る特別教育

（ ）フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育

（ ）フォークリフト運転技能講習～

（ ）〃・・

（ ）〃～

（ ）職長等教育［建設業を除く］～

（ ）フルハーネス型墜落制止用器具使用作業
特別教育

（ ）特定粉じん作業従事者特別教育

（ ）自由研削用といしの取替え等業務特別教育

（ ）フルハーネス型墜落制止用器具使用作業
特別教育

（ ）ＫＹＴ実践研修（リーダー向け）

（ ）職長・安全衛生責任者教育～

（ ）職長等教育［建設業を除く］～

（ ）ＫＹＴ実践研修（初級者向け）

（ ）安全衛生推進者養成講習～

（ ）クレーン運転業務特別教育・

（ ）安全管理者選任時研修～
（ ）産業用ロボットの教示等の業務特別教育

■■ 協会のうごき ■■

場 所事 項
開催月日

日月

当協会応接室会計監査

当協会応接室安全衛生委員会（ 年度第 回）

当協会応接室総務委員会（ 年度第 回）

当協会応接室理事会（ 年度第 回）

当協会応接室正副委員長会議（ 年度第 回）

当協会応接室編集委員会（ 年度第 回）〃

四日市都ホテル年度定時総会

四日市都ホテル理事会（ 年度第 回）〃

当協会会議室安全衛生セミナー（第 回）

当協会会議室安全衛生セミナー（第 回）
8

当協会応接室正副委員長会議（ 年度第 回）

四日市地方産業安全衛生大会
＆優良勤労者表彰式

２０１９年度

《本年度は、合同で開催します。》

日時：11月20日13時00分～



【当社のご紹介】
当社は 年に大阪三休橋で仕出し商を始め創

業から 年には 周年を迎えました。三重県
においては、昭和 年 月に市内の社員食堂の運
営をお任せ頂き㈱魚国総本社三重支社の礎となって
おります。現在では三重県内に 余りの事業所数
があり、工場企業様の社員食堂のみならず病院・老
人福祉施設、学校、幼稚園、保育園等あらゆる業態
において運営をお任せ頂いてます。
北は、いなべ、桑名（一部名古屋市）から南は、
尾鷲、熊野、紀宝町までと県内隈なく地域に根差し
た給食会社で約 名の従業員が、日約 万 千
食の食事を提供しております。

【安全衛生活動】
それぞれの事業所毎に業態の違いもありますが、提供食数も 回に 食程度の事業所から
食を超える事業所と様々で、取り扱う設備、器具も違います。

飲食店における労働災害の要因は、切創、火傷、転倒がほとんどを占めてます。これらの労働
災害リスクを低減させるため調理作業のコツを解説した『安全衛生管理マニュアル』を全事業所
に配備しております。（写真 ）また、施設内の危険個所には、安全表示ピクトサインにて従業
員に一目でわかるよう表示して注意を促してます。（写真 ）

【まとめ】
従業員一人ひとりが、常に安全を意識した作業を行い おいしいをもっと。すこやかをずっと。
のスローガンをもって、お客様に喜ばれる食事の提供を目指して行きます。

「全事業所ゼロ災への取組み」
㈱魚国総本社三重支社

年 月 日労基報よっかいち（ ）第 号

会員事業場のご紹介会員事業場のご紹介

㈱魚国総本社三重支社 社屋

（写真 ：安全衛生管理マニュアル抜粋） （写真 ：安全表示ピクトサイン）




